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軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
、
基

本
的
に
「
軟
ら
か
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
」
で
、
下
の
マ
ー
ク
で
表
示

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
試
行
的
に
布
類

と
廃
食
油
（
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
）
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ
（
※
１
）
を
、
現

在
収
集
し
て
い
る
布
類
に
、
軟
質
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
加
え
て
分
別
収
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
済
み
食
用
油
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
※
２
）

の
回
収
も
、
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

　町指定「共通袋」のごみ区分の ｢ ＲＰＦ ｣ に○印をして（現在の共通袋には区分が
印刷されていないので氏名だけを記入）、衣類・ふとん・軟質プラスチックと発泡ス
チロールを別々の袋に入れて、月に１回の収集日（３月上旬に配布予定の「平成２１
年度 ごみ収集カレンダー」を参照）に出してください。
　４月から軟質プラスチックと発泡スチロールが同じ袋で出せます。

　使用済み天ぷら油を、各自治会の回収容器設置場所で収集します。
　平成２１年度は、２か月に１回の収集を予定しています。
　収集日などは、「平成２１年度 ごみ収集カレンダー」を参考にしてください。

 

写
真
で
分
け
る
ラ
ク
ラ
ク
分
別
術

　写真①のように、卵のパック・豆腐の容器や発砲スチ
ロール以外の食品のトレーやふた、インスタント食品の袋、
ペットボトルの外装ラベルや包装フィルム、レトルト食品
の袋、ヨーグルトの容器、菓子・パンの袋、スーパーの買
い物袋などが「 」です。

写真①
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食品トレーなどは、汚れをきれいに洗って出してください。　
汚れが落ちない物はこれまでどおり『 』で出してください。
　

 

　写真④は、 です。
　ビニールホースやビニール手袋、肥料袋やビ
ニール雨具などのビニール製品と、洗濯・掃除洗
剤容器などは、塩素を含んでいるためダイオキ
シンの発生が心配されます。
　きれいに洗ったつもりでも汚れが残りやすい
マヨネーズ・ケチャップ・ドレッシング・歯磨き
粉・シャンプー・リンスなどの容器や、金属を含
む薬剤シートも対象外です。
　また、ＤＶＤやＣＤは不燃ごみです。

　

写
真
②
は
、
冷
凍
食
品
や
コ
ー
ヒ
ー
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス
ー
プ
の
袋
、

カ
ッ
プ
め
ん
の
ふ
た
、
弁
当
容
器
な
ど
「

」

の
表
面
に
、
細
か
い
ア
ル
ミ
の
粉
を
貼
り
付
け
た
も
の
で
、
写
真
①
と
同

じ
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

※
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
や
鍋
焼
き
う
ど
ん
な
ど
の
ア
ル
ミ
容
器
は
、
金
属
で
す

か
ら
「
不
燃
ご
み
」
で
す
。

写真②

　

写
真
③
は
、
梱
包
材
料
で
す
。

こ
れ
も
「

」
で
、
収
集
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

写真③

　硬いふたや、硬質プラスチック素材、シャンプーなどのポンプ（金属のばねが入っ

ているもの）は「 」として出し、肥料袋は購入した店へ引取りを依頼し、

そのほかのものはこれまでどおり「 」として出してください。

　また、在宅医療で捨てられる栄養剤バッグやチューブ類は、軟らかいプラスチッ

クであっても「 」として出してください。

注射器などは、病院や調剤薬局などで回収します。

問合せ　役場産業振興課（７２‐２１０１）

写真④ (混ぜてはいけないもの )
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日
野
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
（
松
本
豊
文
委
員

長
）
で
は
、
平
成　

年
１
月
に
設
置
以
来
、
２
年
間

１９

に
わ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
話
し
合
っ
た
成
果
を
、
町
民
会
議
か
ら

の
提
案
「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
、

町
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
こ
れ
か
ら
の
施
策
に
生
か

し
て
い
く
と
と
も
に
、
住
民
活
動
の
推
進
に
も
役
立

て
ま
す
。

町まちづくり町民会議「まちづくりビジョン」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
後
継
者
づ
く
り

▽
ビ
ジ
ョ
ン
「『
次
世
代
に
送
る
』
人
づ
く
り
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
」

▽
主
な
対
策
＝
子
ど
も
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
他
人

や
高
齢
者
を
思
い
や
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
・
考
え
方
を
育
て
る
。
活
動

し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
、
後
継
者
づ
く
り
を
進
め
る
。

高
齢
者
が
元
気
で
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活

動
を
見
直
す
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
雪
か
き
な
ど
困
っ
て
い
る

人
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え
を
、
な
ど
。

　

①高齢者の居場所づくりとぽかぽか教室の開催
　▽ビジョン「高齢者が集まって話ができ、健康づくりができ
　る場づくりを推進」
　▽主な対策＝ぽかぽか教室への参加呼びかけ推進。集会所、
　地区公民館を活用した高齢者の居場所づくりの推進、など。
②介護支援
　▽ビジョン「高齢者を地域で支えて、日ごろの介護の不安や
　悩みを緩和」
　▽主な対策＝高齢者の不安・困りごとなどの実情把握。地域
　の災害弱者を把握し、災害時の救助に役立てる、など。
③高齢者への配食サービス
　▽ビジョン「高齢者が食事に困らないサービスの提供」

　

①子育て支援の充実
　▽ビジョン「子どもたちがすくすくと育つ、子育て環境の充実」
　▽主な対策＝子育て支援室「おひさまひろば」の充実。乳児
　健診の際の、行政と親とのコミュニケーションづくり、など。
②心豊かな子どもたちを育てる
　▽ビジョン「メディアから離れて、子どもたちが家庭や地域
　で楽しむひとときを推進」
　▽主な対策＝地域みんなで「思いやりの心」を育てるまちづ
　くり。テレビを見なくても楽しい状況づくりを進める、など。
③町民体育祭に子どもの参加を
　▽ビジョン「町民体育祭を通じて、世代間交流、安心安全な
　地域づくりを推進」
④日野高校のあり方と存続
　▽ビジョン「子どもたちが行きたくなる魅力ある学校を、地
　域みんなの協力で築く」
　▽主な対策＝小中学校と協力し、日野高校に対する子どもの
　声を聞く。どうしたら魅力ある高校にできるのか話し合う。
⑤グラウンドの芝生緑化の推進
　▽ビジョン「芝生緑化により、外で遊ぶ元気な子どもたちを
　育成」



自
治
会
か
ら
委
員
を
推
薦

　

町
民
会
議
で
は
、
町
民
と
行
政

が
共
に
考
え
、
行
動
し
、
理
解
を

深
め
な
が
ら
議
論
す
る
場
と
し
て
、

会
議
を
継
続
設
置
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
現
在
、
各
自
治
会
に
、

新
し
い
委
員
の
推
薦
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待

　

新
し
い
委
員
の
任
期
は
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
２
年
間
で
す
。
定

２１

例
の
会
議
の
ほ
か
、
各
地
域
へ
出

か
け
、
地
域
の
課
題
・
問
題
点
や
、

町
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
事
柄
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
解
決

策
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
合
せ　

役
場
企
画
政
策
課

　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
３
２
）

７２
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①可燃ごみの減量化とリサイクルの推進
　▽ビジョン「ごみを出さない、資源を有効に使う生活習慣を推進」
　▽主な対策＝在部だけでなく、まち部でも、戸別収集からセ
　ンター方式の収集方式に変えていく。マイバッグの推進。
　ごみ収集に係る経費を、分かりやすく町民に広報する、など。
②ごみの不法投棄の根絶
　▽ビジョン「みんなで協力して、不法投棄を許さない、きれ
　いな地域づくりをする」

　　

▽
ビ
ジ
ョ
ン
「
町
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
進
め
る
ビ
ジ
ョ
ン
づ

　

く
り
」

　

▽
主
な
対
策
＝
「
こ
の
ま
ち
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
具
体
的
な
目

　

標
が
必
要
。「
お
金
が
な
い
」
で
終
わ
ら
ず
、「
お
金
が
な
く
て
も
、　

　

こ
う
し
た
ら
で
き
る
」
こ
と
を
考
え
て
い
く
。
町
民
が
力
を
合
わ
せ

　

て
や
っ
て
い
く
こ
と
を
重
点
に
検
討
す
る
。「
町
民
み
ん
な
で
こ
う

　

い
う
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
、
ま
ち
づ
く
り
の
方

　

向
と
す
る
、
な
ど
。

　

　▽ビジョン「安定した収入を得て、若者が地域に残れるまち
　づくり」

　▽主な対策＝町内の空いている土地に企業誘致を進める。　
　医療・福祉関係の事業所など、町内にも働く場所があるので、
　採用試験を受けるよう、家族などの呼びかけを進める。企業
　誘致が難しい状況でもあるので、町内の企業を大切にする取
　り組みをする。

今
後
も
会
議
を
継
続

地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

　　

▽
ビ
ジ
ョ
ン
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
宣
伝
効
果
で
、
高
く
売
れ
る
農
産

　

物
づ
く
り
」

　

▽
主
な
対
策
＝
日
野
町
産
米
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
高
く
売
れ
る
米
作
り
を

　

推
進
す
る
。
和
牛
の 
堆
肥 
を
使
っ
た
米
を
生
産
す
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た

た
い
ひ

　

米
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
マ
ス
コ
ミ
を
使
っ
て
宣
伝
す
る
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
会
の
ス
ズ
ハ
ラ
モ
チ
の
よ
う
に
、
も
ち
に
こ
だ
わ
る
ブ
ラ
ン
ド

　

化
に
取
り
組
む
。
産
直
野
菜
販
売
の
促
進
、
な
ど
。

　　

▽
ビ
ジ
ョ
ン
「
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
若
者
を
残
す
面
白
い
ま
ち
づ

　

く
り
」

　

▽
主
な
対
策
＝
町
内
の
神
社
仏
閣
に
は
い
わ
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

　

巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
。
自
然
を
生
か
し
た
観
光
振
興
を
進
め
る
。

　

た
た
ら
製
鉄
で
実
際
に
何
か
を
作
る
。
黒
坂
の
寺
・
長
楽
寺
な
ど
の
マ
ッ

　

プ
を
作
っ
て
金
持
神
社
に
置
く
。
も
う
す
ぐ
開
城
４
０
０
年
を
迎
え
る
黒

　

坂
鏡
山
城
跡
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か
す
、
な
ど
。

　

　▽ビジョン「次世代につなげる農業の取り組み」
　▽主な対策＝町の農政のリーダーとして農業委員に手を貸
　してもらい、農地流動化の仲介をする。退職後、老後の楽し
　みとしての農業に取り組む。水路清掃を有料で委託する。
　遊休農地でナタネを栽培し、菜種油を生産する、など。
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た
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ぱ
く

こ
う
そ
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まちの介護予防だより　連載⑧
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

　

町
で
は
、
生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
人
に
対
し
て
、
筋
力
向
上
、
栄

養
改
善
、
口
腔
機
能
向
上
の
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
１
８
５
２
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

７２

こ
う
く
う

毎
食
後
の
歯
磨
き
・
う
が
い
を

　

正
し
い
歯
の
磨
き
方
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
歯
を
磨
け
な
い
と
き
は
、

う
が
い
な
ど
で
食
べ
残
し
が
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

入
れ
歯
は
毎
日
は
ず
し
て

お
手
入
れ
し
ま
し
ょ
う

　

毎
食
後
に
入
れ
歯
を
は
ず
し
、

専
用
の
ブ
ラ
シ
な
ど
で
し
っ
か
り

磨
き
ま
し
ょ
う
。

時
々
は
舌
の
清
掃
も

　

時
々
は
、
歯
ブ
ラ
シ
や
舌
清
掃

用
ブ
ラ
シ
な
ど
で
舌
の
手
入
れ
を

し
ま
し
ょ
う
。
舌
の
清
掃
は
、
口

臭
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。

定
期
的
に
歯
科
医
の
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

定
期
的
に
歯
科
医
の
検
診
を
受

け
、
口
の
中
の
様
子
を
確
認
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
よ
く
か
ん
で

食
べ
ま
し
ょ
う

　

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、

脳
を
刺
激
し
て
認
知
症
の
予
防
に

も
な
り
ま
す
。



全
く
新
し
い
ウ
イ
ル
ス

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
は
、

鳥
な
ど
に
感
染
す
る
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
人
に
感
染
し
、
さ
ら
に

人
か
ら
人
へ
感
染
す
る
よ
う
に
変

化
し
た
全
く
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
で
、

人
は
免
疫
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
発
生
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

も
し
発
生
し
た
場
合
、
世
界
の
全

人
口
の
約　

％
～　

％
が
感
染
す

２５

５０

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は

▼
マ
ス
ク
の
着
用
・
手
洗
い
・
こ

ま
め
な
う
が
い
･
洗
顔
を
心
が
け

ま
し
ょ
う 

・
手
洗
い
の
方
法　

①
時
計
や
指

輪
を
外
し
、
ひ
じ
の
上
ま
で
ぬ
ら

し
て
せ
っ
け
ん
を
十
分
に
取
る
。

②
水
道
の
栓
を
洗
う
。
③
手
の
ひ

ら
、
手
の
甲
、
爪
の
間
、
指
の
間
、

親
指
、
手
首
か
ら
ひ
じ
の
上
ま
で

洗
う
。
④
ひ
じ
の
上
か
ら
下
へ
と

流
水
で
し
っ
か
り
と
洗
い
流
す
。

⑤
使
い
捨
て
の
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

な
ど
で
よ
く
ふ
く
。

・ 
う
が
い
の
方
法　

①
水
ま
た
は

食
塩
水
を
口
に
含
み
、
強
く
ゆ
す

ぎ
な
が
ら
口
の
中
を
２
～
３
回
洗

い
流
す
。
②
上
を
向
い
て
、
の
ど

の
奥
の
ほ
う
で　

回
く
ら
い
ガ
ラ

１０

ガ
ラ
と
う
が
い
を
す
る
（　

～　
１０

１５

秒
く
ら
い
）。
③
仕
上
げ
の
う
が

い
を
す
る
（　

～　

秒
く
ら
い
）。

１０

１５

　

▼
流
行
時
に
は
、
人
込
み
や
繁
華

街
へ
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

 

▼
発
熱
、
せ
き
、
く
し
ゃ
み
な
ど

の
症
状
が
あ
る
人
は
、
マ
ス
ク
を

す
る
な
ど
、「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
発
生
に
備
え
て
、
長
期

間
保
存
で
き
る
食
料
や
、
災
害
用

の
物
品
、
マ
ス
ク
な
ど
の
医
薬
品

･
日
用
品
を
備
蓄
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

役
場
健
康
福
祉
課

　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
３
４
）

７２
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※平成１９年以降に入居した場合は、新しい住宅ローン控除制度の特例が設けられましたので、直接税務署にお問合せください。
 

▼問合せ　役場住民課（電話７２‐０３３３）

　

（申告期限：平成２１年３月１６日までに、平成２１年１月１日現在お住まいの市区町村へ）

どういう場合に住民税の住宅
ローン控除の対象になるの？

給与所得者については、平成２０年分の給与所得の
源泉徴収票摘要欄に「住宅借入金等特別控除可能
額」が記載され、この金額が源泉徴収票の「住宅借
入金等特別控除の額」より大きい場合に、住民税の
住宅ローン控除の対象になります。

住民税の住宅ローン控除の申
告書の提出方法は？

▼所得税の確定申告をしない人
　→源泉徴収票を添付して市町村へ提出
▼所得税の確定申告をする人
　→所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

 ※申告書の用紙は役場住民課 ･役場黒坂支所にあります。

今回だけ申告書を提出すれば
いいの？

平成２０年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を
受けるためには、毎年申告が必要となりますので
ご注意ください。

Ｑ Ａ

Ｑ Ａ

Ｑ Ａ



青
年
海
外
協
力
隊
と
は

 　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
皆
さ

２０

３９

ん
が
持
つ
技
術
や
知
識
、
経
験
を

使
っ
て
、
現
地
の
人
々
と
同
じ
言

葉
を
話
し
、
共
に
生
活
す
る
中
で
、

そ
の
国
の
国
づ
く
り
に
参
加
す

る
も
の
で
、
活
動
期
間
は
２
年
間

で
す
。
募
集
し
て
い
る
職
種
は

約
１
２
０
種
類
と
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

 　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
皆
さ

４０

６９

ん
が
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
豊
か
な

経
験
と
、
幅
広
い
知
識
を
途
上
国

で
生
か
し
な
が
ら
国
づ
く
り
を

行
う
技
術
協
力
の
ほ
か
、
人
々
の

心
に
直
接
触
れ
て
相
互
理
解
を

深
め
る
草
の
根
協
力
で
、
活
動
期

間
は
１
年
ま
た
は
２
年
で
す
。　

※
鳥
取
県
の
１
月
末
現
在
の
状

況
は
、　

人
が
派
遣
中
（
う
ち
シ

２２

ニ
ア
１
人
）
で
、
こ
れ
ま
で
の
累

計
は
２
１
２
人
で
す
（
う
ち
シ
ニ

ア
７
人
）。

充
実
の
サ
ポ
ー
ト
制
度

　　

任
国
で
の
活
動
を
よ
り
ス

ム
ー
ズ
で
効
果
的
な
も
の
に
す

る
た
め
に
、
渡
航
費
・
現
地
生
活

費
・
住
居
費
・
国
内
積
立
金
な
ど

の
諸
経
費
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
派
遣
先
に
は
現
地
事
務

所
が
設
け
て
あ
り
、
健
康
や
安
全

面
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
整
っ

て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
枠
の
参
加

者
に
限
り
、
家
族
の
随
伴
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
派
遣
前
の
知
識
や
語

学
を
学
ん
で
い
た
だ
く
研
修
や

訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

現
職
参
加
制
度
と
は

　　

現
在
勤
め
て
い
る
人
が
、「
休

職
」
な
ど
の
形
で
所
属
先
に
身
分

を
置
い
た
ま
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
で
き
る
制
度
で
す
。　

　

条
例
や
民
間
企
業
な
ど
の
休

職
制
度
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
、
帰

国
後
に
は
国
際
感
覚
を
得
た
視

野
の
広
い
人
材
と
し
て
業
務
へ

の
貢
献
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

問
合
せ　

鳥
取
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ

ス
ク
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
５

３１

９
５
１
）

Ｅ
メ
ー
ル　

J
icadpd-desk-t

ottoriken@jica.go.jp
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▼
募
集
す
る
企
画　

平
成　

年
４

２１

月
か
ら　

月
の
間
に
開
か
れ
る
、

１２

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
催
し
。

企
画
の
例
（
行
事
名
に
町
制　

周
５０

年
記
念
を
表
示
）
＝
【
町
制　

周
５０

年
記
念
音
楽
祭
】、【
町
制　

周
年

５０

記
念
作
品
展
】、【
町
制　

周
年
記

５０

念
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
】
な
ど

　

応
募
い
た
だ
い
た
企
画
は
、

「
広
報
ひ
の
」
や
防
災
無
線
な
ど

で
広
報
す
る
予
定
で
す
。

※
催
し
の
内
容
に
よ
っ
て
は
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

役
場
企
画

政
策
課
（
電
話　

‐
０
３
３
２
）

７２

 　

▼
町
主
催
の　

周
年
事
業
（
予
定
）

５０

　

町
制　

周
年
記
念
式
典
や
、
記

５０

念
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
民
体
育
祭
や
、

い
き
い
き
「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
、
鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な

ど
も
、　

周
年
記
念
大
会
と
し
て

５０

開
く
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
。

み
ん
な
で
祝
お
う　

周
年

５０

町
制　

周
年
自
主
企
画
を
募
集

５０

今
年
、
日
野
町
は
町
制　

周
年
を
迎
え
ま
す
。

５０

町
で
は
、
記
念
式
典
な
ど
の

記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
が
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
中
で
行
わ
れ
る
、

　

周
年
を
記
念
す
る
催
し
な
ど
の

５０自
主
企
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
し
ま
せ
ん
か　

～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
・

世
界
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
～

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
は
、
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
途
上
国
の
貧
困
や
環
境
問
題
、
感

染
症
、
紛
争
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
と
国
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
、
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
持
つ
知
識
や
経
験
を
途
上
国
で
生
か
し
、
世
界
と
日
本
を
結

ぶ
架
け
橋
と
し
て
、
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
４
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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【
第
１
回
委
員
会
】

▼
議
案
①
＝
日
野
町
教
育
委
員

会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
改
正
の
申
出
に
つ
い
て

　

教
育
長
の
給
料
の
額
を
、
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

２１

２２

年
３
月　

日
ま
で
の
間
、
月
額

３１

　

万
２
０
０
０
円
に
減
額
す
る

４５こ
と
を
町
長
に
申
し
出
る
も
の

で
す
。

　

▼
議
案
②
＝
平
成　

年
度
日
野

２０

町
一
般
会
計
補
正
予
算
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

１
月
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会

に
提
出
す
る
、
今
年
度
予
算
の

補
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
町
指
定
文
化
財
「
本

陣
の
門
」
屋
根
修
繕
に
か
か
る
費

用
で
す
。

　

▼
議
案
③
＝
平
成　

年
度
日
野

２１

町
一
般
会
計
当
初
予
算
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
教
育
費
予
算
の

２１

概
要
を
説
明
、
意
見
交
換
し
、
財

政
係
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

▼
議
案
④
＝
平
成　

年
度
全
国

２１

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
実
施
に

つ
い
て

　

平
成　

年
４
月　

日
実
施
予

２１

２１

定
の
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
参
加
す
る
こ
と
に
決
定
し
、

調
査
の
分
析
結
果
を
、
教
育
施

策
の
改
善
や
、
児
童
生
徒
の
全

般
的
な
学
習
状
況
の
改
善
な
ど

に
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
第
２
回
委
員
会
】

・
１
月　

日
か
ら
の
学
校
給
食
試

２３

食
会
に
は
、
多
数
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
地
産
地
消
の
食
材
や
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
献
立

の
給
食
を
食
べ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

・
平
成　

年
度
か
ら
取
り
組
む

２１

「
小
中
一
貫
教
育
」
の
実
施
に
向

け
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、「
広
報
ひ
の
３
月

号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

予
算
な
ど
に
つ
い
て
報
告
・
協
議

平井知事、お疲れの時は、日野病院特別室へ。１泊
６８２５円（３食看護付き）です。オプションで点滴も
ご用意していますよ。職員一同お待ちしています。

職員の説明を聞く平井知事 (右 )

意
見
交
換
会
を
前
に
来
院

　　

２
月
３
日
、
平
井
鳥
取
県
知
事

が
日
野
病
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
日
野
町
役
場
で
「
行

政
・
地
域
医
療
・
福
祉
施
設
の
連

携
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
先

立
ち
日
野
病
院
を
視
察
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
事
務
局
か
ら
、
昨
年
認
定

を
受
け
た
病
院
機
能
評
価
に
つ
い

て
知
事
に
説
明
し
、
続
い
て
大
谷

医
師
か
ら
、
日
本
が
ん
治
療
認
定

医
機
構
に
よ
る
認
定
研
修
施
設
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
の
説
明
を
し
ま

し
た
。

　

知
事
は
そ
の
あ
と
、
院
内
の
各

部
署
（
外
来
～
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
《
Ｃ

Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
》
～
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
～
透
析
室
～
２
階
病
棟

特
別
室
な
ど
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
者
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
視

察
、
最
後
は
４
階
の
患
者
用
展
望

風
呂
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
、「
と
て
も
い
い
環

境
の
中
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
機
能

が
集
約
さ
れ
た
病
院
で
す
ね
」
と

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
   

（
事
務
局
長　

生
田
哲
二
）

日
野
病
院
（
電
話　

‐
０
３
５
１
）

７２

平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
が

日
野
病
院
を
視
察

 
▽
い
い
環
境
の
中
で
、
機
能
が
集
約
さ
れ
た
病
院
と
評
価
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一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
、
地
域
の
伝

統
行
事
「
と
ん
ど
さ
ん
」
が
、
今
年
も
町
内

各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月　

日
は
、
黒
坂
小
学
校
校
庭
で
、
黒

１１

坂
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
柴
田

滋
会
長
）
主
催
で
、
黒
坂
・
菅
福
地
区
の
と

ん
ど
さ
ん
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
地
区
住
民
ら
約　

人
が
、
正

８０

月
の
し
め
飾
り
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
燃
や

し
な
が
ら
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
作
り
の
ぜ
ん
ざ
い
や
お
神
酒

も
振
る
舞
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
体
を

温
め
ま
し
た
。

年初めの交流の良い機会にも

正
月
の
恒
例
行
事

　

高
校
受
験
を
迎
え
る
町
内
の
中
学
３
年

生
に
願
い
を
か
な
え
て
ほ
し
い
と
、
セ
ル

プ
ひ
の
（
田
子
功
司
所
長
）
の
利
用
者
が
、

手
作
り
の
絵
馬
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
日
野
中
学
校
で
行
わ
れ
た

１３

贈
呈
式
で
は
、
利
用
者
代
表
の
生
地
常
代

さ
ん
が
、「
進
む
道
は
違
っ
て
も
、
こ
の
絵

馬
に
思
い
を
託
し
て
、
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
３
年
生
代
表
２

人
に
絵
馬
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

渡
さ
れ
た
稲
田
晋
也
さ
ん
は
、「
絵
馬
の

力
を
借
り
て
受
験
に
取
り
組
み
た
い
で
す
」

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で 左から、西村美香さん、生地常代さん、稲田晋也さん

　

１
月　

日
、
根
雨
小
学
校
の
児
童
た
ち

２６

が
育
て
た
も
ち
米
を
使
っ
た
、
恒
例
の
も

ち
つ
き
大
会
が
、
同
校
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

使
わ
れ
た
の
は
、
児
童
が
学
校
近
く
の

水
田
で
育
て
た
ス
ズ
ハ
ラ
モ
チ
。
児
童
ら

は
、
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
に
協
力
し

て
も
ら
い
な
が
ら
田
植
え
や
草
取
り
、
収

穫
な
ど
、
栽
培
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

手
嶋
千
恵
里
校
長
は
、「
自
分
た
ち
が
育

て
た
米
を
自
分
た
ち
が
つ
い
て
味
わ
う
こ

と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
。
支
え
て

く
れ
た
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

な
が
ら
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
、

児
童
は
、
保
護
者
ら
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
も
ち
を
つ
き
上
げ
、
雑
煮
や
ぜ
ん

ざ
い
な
ど
に
し
て
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 見守られながら順番につく

地
域
の
人
に
感
謝
し
て

　

冷
た
い
川
で
身
を
清
め
、
今
年
一
年

の
稽
古
の
精
進
を
誓
う
、
空
手
の
寒
げ

い
こ
が
、
１
月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２５

　

こ
れ
は
、
日
本
少
林
寺
流
空
手
道
錬

成
会
館
鳥
取
地
区
本
部
が
毎
年
開
い
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で　

回
目
と
な
り

２５

ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
の
は
、
県
内
を
は
じ
め
、

関
西
地
区
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
た
約

　

人
。
は
じ
め
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

６０基
本
の
稽
古
や
型
の
披
露
、
木
の
板
や

瓦
を
割
る
「 
試
割 
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

し　

わ

た
。

　

そ
の
あ
と
、
根
雨
の
板
井
原
川
と
の

合
流
地
点
近
く
の
日
野
川
に
入
り
、
雪

が
舞
う
中
、
気
合
い
を
入
れ
な
が
ら
こ

ぶ
し
を
突
き
出
し
、
寒
さ
に
耐
え
て
い

ま
し
た
。

気
合
い
で
耐
え
ろ

「エイ！エイ！」冷たくても我慢
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１
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
「
全
国
学
校

２４

３０

給
食
週
間
」
に
合
わ
せ
、
町
内
の
小
中
学
校

で
は
、
保
護
者
や
食
材
生
産
者
、
行
政
職
員

ら
を
対
象
に
し
た
、
学
校
給
食
の
試
食
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
献
立
は
、
児
童
が
育
て
た
も
ち

米
を
使
っ
た
お
こ
わ
や
、
町
内
で
捕
れ
た

イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た
し
し
鍋
な
ど
、
地

元
産
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
も
の
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
日
野
町
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
良
さ

を
感
じ
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
食
会
の
参
加
者
も
、
児
童
と
同

じ
テ
ー
ブ
ル
で
給
食
を
味
わ
い
、
食
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

楽しくおしゃべりしながら食べました（根雨小学校）

　

菅
福
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行

事
「
ほ
と
ほ
と
」
が
、
１
月　

日
に
行
わ
れ

３１

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
元
の
男
性
た
ち
が
、
み
の
・

か
さ
姿
の
ほ
と
ほ
と
役
に
扮
し
、 

厄 
年
を

や
く

迎
え
た
家
庭
を
訪
問
す
る
も
の
。

　

家
の
人
た
ち
は
、
ほ
と
ほ
と
役
が
縁
起

物
を
置
い
て
い
っ
た
ん
引
き
返
し
、
再
び

現
れ
て
帰
る
と
こ
ろ
に
向
け
て
、
一
斉
に

冷
た
い
バ
ケ
ツ
の
水
を
浴
び
せ
て
厄
を
落

と
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
地
区
内
の
２
軒
の
家
庭
を
訪

ね
ま
し
た
。
水
を
か
け
た
女
性
は
、「
こ
れ

で
厄
が
落
と
せ
ま
し
た
。
今
年
は
い
い
年

に
な
り
そ
う
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

勢いよく冷水がかけられる

今
に
残
る
奇
習
で
厄
落
と
し

　

２
月
３
日
、
平
井
県
知
事
と
日
野
町

と
の
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
知
事
が
県
内
の
全
市
町
村

を
訪
問
し
て
開
い
て
い
る
も
の
で
、
日

野
町
で
は
、「
高
齢
者
や
障
害
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
町
役
場
に
は
、
県
・
町
関
係

者
を
は
じ
め
、
日
野
病
院
ほ
か
町
内
の

福
祉
・
老
人
保
健
施
設
の
代
表
者
ら
約

　

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

３０
　

意
見
交
換
会
で
は
、
人
材
確
保
や
補

助
金
の
継
続
・
新
設
な
ど
、
各
所
属
か

ら
県
へ
の
意
見
や
要
望
が
あ
り
、
知
事

や
県
担
当
者
が
回
答
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
過
疎
高
齢
化
の
進
む
町
の

福
祉
の
現
場
の
声
を
聞
き
、「
で
き
る

こ
と
は
県
で
支
援
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

平井県知事

医
療
・
福
祉
に
支
援
を

み
ん
な
で「
い
た
だ
き
ま
す
」

　

旭
硝
子
㈱
が
昨
年　

月
に
行
っ
た
ネ
ッ

１２

ト
投
票
の
結
果
、
日
野
中
学
校
体
育
館
に

防
災
ガ
ラ
ス
の
寄
贈
が
決
ま
り
、
２
月
６

日
、
寄
贈
式
が
同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
使

わ
れ
る
同
校
体
育
館
の
ガ
ラ
ス
約
３
０
０

枚
が
、
割
れ
に
く
い
防
災
ガ
ラ
ス
に
無
償

で
交
換
さ
れ
た
も
の
。
谷
本
和
賀
雄
校
長

は
、「
今
回
の
投
票
を
通
し
て
、
日
野
町
の

人
の
パ
ワ
ー
を
実
感
で
き
た
。
支
え
て
く

れ
た
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
お
礼
を
言
い

た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
に
先
立
っ
て
、
ガ
ラ
ス
に
つ
い

て
の
出
張
授
業
も
行
わ
れ
、
通
常
の
ガ
ラ

ス
や
強
化
ガ
ラ
ス
と
、
防
災
ガ
ラ
ス
を
ハ

ン
マ
ー
で
叩
い
て
強
さ
を
比
べ
る
実
験
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
山
翼
さ
ん
（
１
年
）
は
、「
ほ

か
の
ガ
ラ
ス
は
普
通
に
割
れ
た
け
ど
、
防

災
ガ
ラ
ス
は
、
は
ね
返
さ
れ
る
感
じ
で
穴

が
あ
か
な
か
っ
た
」
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

景山町長（右）へ盾が贈られる

支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
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鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
懇
話
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺

う
た
め
に
設
置
す
る
、
鳥
取
県
後

期
高
齢
者
医
療
懇
話
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
、
役
場
健
康
福
祉

課
窓
口
に
募
集
要
領
を
置
い
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
鳥
取
県
後
期
高
齢

者
広
域
連
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

６
人

任
期　

平
成　

年
４
月
１
日
～
平

２１

成　

年
３
月　

日

２３

３１

応
募
資
格　

後
期
高
齢
者
の
被
保

険
者
（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２１

活
動
内
容　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
や
保
健
事
業
な
ど
に

つ
い
て
、
年
２
～
３
回
程
度
の
懇

話
会
に
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
る
。

謝
礼
な
ど　

１
回
に
つ
き
５
０
０

０
円
と
、
交
通
費
相
当
額
を
支
払

い
ま
す
。

応
募
期
間　

２
月　

日
（
水
）
～

２５

３
月　

日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

１６

問
合
せ　

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合　

総
務
課
（
電
話
０

８
５
８
‐　

‐
１
０
９
７
）

３２

因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会

出
場
者
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し

て
鳥
取
県
内
の
高
齢
者
同
士
の
交

流
の
輪
を
広
め
、
健
康
と
仲
間
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め

る
と
共
に
、
第　

回
全
国
健
康
福

２２

祉
祭
北
海
道
・
札
幌
大
会
の
派
遣

選
手
選
考
会
と
し
て
、
第　

回
因

１９

伯
シ
ル
バ
ー
大
会
を
開
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

競
技　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、

弓
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

囲
碁
、
将
棋

応
募
資
格　

鳥
取
県
在
住
の　

歳
６０

以
上
の
人
（
昭
和　

年
４
月
１
日

２５

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

開
催
日　

４
月
中
旬
（
種
目
に

よ
っ
て
日
程
が
違
い
ま
す
）

開
催
場
所　

東
郷
湖
羽
合
臨
海
公

園
ほ
か
（
県
中
部
地
区
を
中
心
に

開
催
）

募
集
方
法　

３
月　

日
（
木
）
ま

２６

で
に
、
参
加
申
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
当

日
消
印
有
効
）。

申
込
み
・
問
合
せ　

〒
６
８
９
‐

０
２
０
１　

鳥
取
市
伏
野
１
７
２

９
‐
５
、
社
会
福
祉
法
人　

鳥
取

県
社
会
福
祉
協
議
会
（
電
話
０
８

５
７
‐　

‐
６
３
３
８
）

５９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.nenrin.or.jp/

tottori/

広報ひの ２００９年２月号

　平成２０年中に県内で発行された広報紙を審査する、平成２０年鳥
取県広報コンクール審査会が、１月１９日に県庁で行われました。
　その結果、広報写真の部（一枚写真）に出品した「広報ひの５月
号」の表紙（下の写真）が特選となり、４月に行われる全国広報コ
ンクールに推薦されることになりました。
　この写真は、昨年４月の鳥取県カヌー選手権大会で、スラローム
の部で優勝した加藤哲平選手（岐阜県）を撮影したものです。
　なお、広報紙の部では「広報ひの５月号」が入選しました。

広
報
写
真
（
一
枚
写
真
）
の
部
で
特
選

　

■
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

全面に水しぶきが散り、スピード感のある写真に

無謀運転による交通事故で
突然、一人息子を奪われた

遺族をモデルに制作された作品です。

日時　３月１日（日）午後２時～ 
　　　　（午後１時３０分開場）

会場　町文化センター（入場無料）
主催　黒坂警察地区犯罪被害者支
　　　援連絡協議会
問合せ　黒坂警察署（電話７４‐０１１０）

ゼ
ロ

▽
塩
屋
俊 
監
督
作
品

▽
出　

演 
田
中
好
子
、
杉
浦
太
陽

　
　
　
　
 
豊
原
功
補
、
袴
田
吉
彦

　
　
　
　
 
田
口
ト
モ
ロ
ヲ  
ほ
か
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
３月１５日（日）９：３０～１２：００

場所：図書館車庫
■組み木のおひなさまなどを作り
　ます（要材料費）

●図書館おはなし会
３月２８日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■春の絵本、おはなし、わらべうたなど

　（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
３月２８日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ：「山陰海岸ジオパーク構想」

３月１日 ( 日 ) ～２９日 ( 日 )

広報ひの ２００９年２月号

■会　場　山村開発センター　大集会室
■料　金　５００円 ( 町図書館、町公民館などで扱っています )

■主　催　親子でアートを楽しむ会「おひさま」
■問合せ　町図書館 (電話７２-１３００)

町文化センター・図書館を支えるボランティア③

　　　　　　　　　　　　　　　
～親子でアートを楽しむ会「おひさま」～

　親子でアートを楽しむ会「おひさま」は、親子で優れた文化・芸術
を体験することにより、豊かな人間性を育んでほしいと、平成１９年
４月に結成されました。
　メンバーは、子育て中のお母さんや、保育士、助産師、子育て支援
ボランティアなど十数人。今まで５回、プロの劇団を招いて、人形劇
やパフォーマンスなどを行ってきました。
　代表の田口郁江さん（舟場）は、
「小さな町では、子どもたちが本
物の芸術に触れる機会が少ない
ので、ぜひ、親子で出かけて、楽
しい時間を共有してほしい」と話
します。
　「おひさま」は、現在、会員を
募集中です。申込み、問合せは、
町図書館（電話７２‐１３００）まで。

親子で楽しめる芸術体験を計画 ３月１５日（日）１３：３０～
場所：延暦寺（根雨）

■「こんにちは長江先生」DVD 上映など

　・河中信孝さんによる、DVD 制作こぼ
　   れ話もあります。
     　　　【町歴史研修会公開講座】

１４：００～　

３月のホールイベント

３月２２日（日）

０～４歳のアートスタート

／７（土）

３



14広報ひの ２００９年２月号

 　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

活動メニューの例です　お気軽に相談ください

　町の仕事、事業内容、各種制度などについて、気軽に楽しく学びあいましょう
　〔例〕今年の予算 ～町の家計簿について～▽税金の基礎知識
　　　  知って安心 介護保険▽お父さんの子育て参画について　…などなど
　

　いろいろな体験学習講座を実施。地域で活かすために、一緒に企画しましょう
　〔例〕ジゲの食材料理教室▽出前映画館▽自然観察会
　　　　季節の味づくり教室　…などなど

あ
な
た
の
地
域
に
、
公
民
館
が
出
か
け
ま
す

 

▼
出
前
公
民
館
を
始
め
ま
す



生
涯
学
習
の
参
考
に
ど
う
ぞ

▼
平
成　

年
度
「
西
部
の
社
会
教
育
」
を
発
行

２０
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日
ご
ろ
か
ら
の
予
防
が
大
切

　

ま
ず
、
長
尾
さ
ん
が
、
感
染
の

正
し
い
知
識
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。

　

感
染
と
は
、
菌
が
体
の
中
に
入

る
こ
と
を
い
い
、
感
染
し
て
発
病

す
る
こ
と
を
感
染
症
と
い
う
そ
う

で
す
。
人
体
は
、　

時
間
、
感
染

２４

と
治
癒
を
繰
り
返
し
、
菌
と
戦
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

菌
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
一
つ

目
に
「
手
洗
い
」
と
い
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
、
手
か
ら
菌

が
口
や
鼻
に
入
っ
た
り
、
他
人
に

う
つ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

実
際
に
、
病
院
内
で
も
患
者
に

う
つ
ら
な
い
よ
う
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
を
欠
か
さ
な
い
そ
う
で
す
。

　

二
つ
目
は
「
マ
ス
ク
」
で
、
口

や
鼻
か
ら
菌
が
入
る
の
を
防
ぐ
効

果
が
あ
り
ま
す
。「
入
る
菌
が
少

な
け
れ
ば
治
る
の
も
早
い
し
、
自

分
が
保
菌
者
で
あ
っ
た
場
合
に
、

人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
よ
く
、
風
邪
は
人
に
う

つ
し
た
ら
治
る
と
言
う
が
、
そ
ん

な
訳
は
な
い
」
と
話
す
と
、
会
場

は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

「
発
病
し
な
い
た
め
に
は
、
健

康
で
あ
る
こ
と
と
、
人
の
多
い
と

こ
ろ
に
は
行
か
な
い
こ
と
。
病
院

な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
」
な
ど
と

冗
談
を
交
え
な
が
ら
、「
発
病
し

た
ら
早
め
に
受
診
し
、
悪
化
す
る

の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　
手
洗
い
を
し
っ
か
り
と

　　

続
い
て
、
小
村
さ
ん
が
、
感
染

性
胃
腸
炎
の
紹
介
や
手
洗
い
な
ど

の
予
防
法
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス

を
原
因
と
し
、 

嘔
吐 
、
下
痢
な
ど

お
う
と

の
症
状
を
起
こ
す
そ
う
で
す
。
原

因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

小
村
さ
ん
は
、「
感
染
を
予
防

す
る
こ
と
が
第
一
。
予
防
の
基
本

は
手
洗
い
で
す
」
と
、
強
く
訴
え

ま
し
た
。

　

学
園
生
の
中
で
も
、
日
ご
ろ
か

ら
手
洗
い
を
し
て
い
る
人
も
あ
る

よ
う
で
、
手
洗
い
を
し
て
も
、
実

際
は
汚
れ
が
落
ち
て
い
な
い
と
い

う
話
を
聞
い
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
正
し
い
手
洗
い

の
手
順
に
つ
い
て
実
践
し
、
明
日

か
ら
の
手
洗
い
に
生
か
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。

正
し
い
予
防
で
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
　

▼
第　

回
お
し
ど
り
学
園

１０

１
月　

日
、
お
し
ど
り
学
園
を
開
き
ま
し
た
。

１６

今
回
は
、
日
野
病
院
か
ら
、「
手
洗
い
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

看
護
局
長
の
小
村
由
美
子
さ
ん
、

「
感
染
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

臨
床
検
査
技
師
の
長
尾
孝
夫
さ
ん
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
部
地
区
の
市
町
村
で
構
成

す
る
、
西
部
地
区
社
会
教
育
担
当

研
究
協
議
会
（
社
会
教
育
主
事
等

部
会
、
公
民
館
主
事
・
職
員
部
会
、

社
会
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
者
部

会
、
人
権
教
育
担
当
者
部
会
、
文

化
財
担
当
者
部
会
の
５
部
会
）
が
、

１
年
間
の
部
会
事
業
な
ど
を
ま

と
め
た
冊
子
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

小村さん (中央 )による手洗い検査

長尾孝夫さん

各部会の研究内容を掲載
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▽ 
中
学
生 

ち
ゅ
う
が
く
せ
い

　
 

今
回 
の 
学
習
会 
で
は
、 
歴
史  
学 

こ
ん
か
い 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

れ
き　

し 

が
く

 
習 
と
し
て
、「
ケ
ガ
レ
」
に
つ
い
て

し
ゅ
う

学
習
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、 
大
相
撲 
に
つ
い
て
、
ま

お
お　

ず
も
う

き 
塩 
は
な
ぜ
す
る
の
か
や
、 
女
性 

し
お 

じ
ょ
せ
い

 
知
事 
が 
土
俵 
に 
上 
が
る
こ
と
が

ち　

じ 

ど
ひ
ょ
う 

あ

で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
な

ど
、
ク
イ
ズ 
形
式 
に 
問
題 
を 
考 
え

け
い
し
き 

も
ん
だ
い 

か
ん
が

て
い
く
こ
と
か
ら 
始 
め
ま
し
た
。

は
じ

　

ま
た
、 
室
町  
時
代 
、 
祖
父 
か
ら

む
ろ
ま
ち 

じ　

だ
い 

そ　

ふ

３ 
代 
に
わ
た
り 
銀
閣
寺 
の 
庭
園 

だ
い 

ぎ
ん
か
く　

じ 

て
い
え
ん

を 
手 
が
け
た

て

 
庭
造 
り
の 
名
人 
、

に
わ
づ
く 

め
い
じ
ん

 
又 ま

た

 
四
郎 
に
つ
い
て 
学 
び
ま
し
た
。

し　

ろ
う 

ま
な

　
 
彼 
ら
は
、 
河
原
者 
（
河
原
に 
住 

か
れ 

か
わ
ら　

も
の 

す

ん
で
い
た
）
で
あ
る
こ
と
で 
差
別 

さ　

べ
つ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る 
時 
、
又
四
郎
は 
親 
し
か
っ

と
き 

し
た

た 
相
国
寺 
の 
周
麟 
と
い
う
お 
坊 

し
ょ
う
こ
く　

じ 

し
ゅ
う
り
ん 

ぼ
う

さ
ん
に 
次 
の
こ
と
を
つ
ぶ
や
い

つ
ぎ

た
そ
う
で
す
。

　
「 
私 
は
、 

人
 々

か
ら
差
別
さ
れ

わ
た
し 

ひ
と
び
と

る 
立
場 
に
あ
る
こ
と
を 
心 
か
ら

た
ち
ば 

こ
こ
ろ

 
悲 
し
い
と 
思 
う
。
ゆ
え
に
、 
誓 
っ

か
な 

お
も 

ち
か

て 
生 
き 
物 
を 
殺 
さ
な
い
よ
う
に

い 

も
の 

こ
ろ

し
て
い
る
し
、 
決 
し
て
物
に 
対 
し

け
っ 

た
い

て 
欲 
を 
出 
さ
な
い
よ
う
に
し
て

よ
く 

だ

い
る
」

　

こ
れ
を 
聞 
い
た
周
麟
は
、「
又

き

四
郎
こ
そ 
人
間 
で
あ
る
」
と 
言 
っ

に
ん
げ
ん 

い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
周
麟
は
そ
う
言
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 
皆 
さ
ん
も

み
な

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
▽ 
小
学
生 

し
ょ
う
が
く
せ
い

　

１ 
月 　
 

日 
の
学
習
会
で
、「 
榎 

が
つ 

に
ち 

え

２７

の 
実 
学
習
会
の 
思 
い 
出 
」
と
し
て
、

み 

お
も 

で

 
作
文 
を 
書 
き
ま
し
た
。

さ
く
ぶ
ん 

か

　

こ
の 
一
年
間 
を 
振 
り 
返 
っ
て
、

い
ち
ね
ん
か
ん 

ふ 

か
え

 
楽 
し
か
っ
た
こ
と
や 
悲 
し
か
っ

た
の 

か
な

た
こ
と
、
よ
く
で
き
た
こ
と
、
で

き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
出
を
書
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、 
来
年
度 
の
学
習
会
で
、

ら
い
ね
ん　

ど

も
っ
と 
力 
を 
出 
し
て
や
り
た
い

ち
か
ら 

だ

こ
と
、 
頑
張 
り
た
い
こ
と
に
つ
い

が
ん　

ば

て
も
書
き
ま
し
た
。

あ も の が つ か ど ご ご  じ

ろうじん  いこい い え  こ う し あだち としこ

い ば な そうげつりゅう に ち か

ぷ ん はなだい  とうじつしゅうきん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

にってい へんこう くわ

しもえのきりんぽかん じ か ん  よ て い ちょうみん

さ ん か き が る

３
月
の 
学
習
講
座 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 

予
定 

よ
て
い

 
絵
柄 
が 
自
由 
に 
選 
べ
る 
食
器 
づ
く
り

え　

が
ら 

じ　

ゆ
う 

え
ら 

し
ょ
っ
き

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ 
教
室 

き
ょ
う
し
つ

　

１ 
月 　
 

日 
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ

が
つ 

に
ち

２３

 
教
室 
を 
開 
き
ま
し
た
。

き
ょ
う
し
つ 

ひ
ら

　
 

今
回 
は
、
い
ろ
い
ろ
な 
形 
の

こ
ん
か
い 

か
た
ち

 
皿 
や 
茶
碗 
な
ど
に 
挑
戦 
。
カ
ッ

さ
ら 

ち
ゃ
わ
ん 

ち
ょ
う
せ
ん

プ
や
茶
碗
の
よ
う
に 
湾
曲 
し
た

わ
ん
き
ょ
く

 
物 
に 
転
写
紙 
（ 
絵 
･ 
柄 
が 
入 
っ

も
の 

て
ん
し
ゃ　

し 

え 

が
ら 

は
い

た
シ
ー
ル
）
を 
貼 
る
の
は 
難 
し

は 

む
ず
か

い
で
す
が
、 

丁
寧 
な 
指
導 
に
よ

て
い
ね
い 

し　

ど
う

り
、 

少 
し
ず
つ 
取 
り 
組 
ん
で
い

す
こ 

と 

く

き
ま
し
た
。

　
 

食
器 
な
ど
、 

作 
る 
人 
の 
個
性 

し
ょ
っ
き 

つ
く 

ひ
と 

こ　

せ
い

が
あ
ふ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル 
作
品 

さ
く
ひ
ん

を 
皆 
さ
ん
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん

み
な

か
？　

　
 

人 
が 
熱
戦 

に
ん 

ね
っ
せ
ん

２１
 

第 　
 

回  
新
春  
囲
碁 
・ 
将
棋  
大
会 

だ
い 

か
い 
し
ん
し
ゅ
ん 

い　

ご 

し
ょ
う
ぎ 

た
い
か
い

３２

転写紙を貼って焼き上げれば完成

　

１ 
月 　
 

日 
、 

老
人  
憩 
の 
家 
（ 
下 

が
つ 

に
ち 

ろ
う
じ
ん 

い
こ
い 

い
え 

し
も

11

 
榎 
）
で
、 

恒
例 
の 
新
春  
囲
碁 
・ 
将 

え
の
き 

こ
う
れ
い 

し
ん
し
ゅ
ん 

い　

ご 

し
ょ
う

 
棋  
大
会 
が 
開 
か
れ
ま
し
た
。

ぎ 

た
い
か
い 

ひ
ら

　
 

前
日 
か
ら
の 
雪 
が 
残 
る 
中 
、 

町 

ぜ
ん
じ
つ 

ゆ
き 

の
こ 

な
か 

ち
ょ
う

 
内
外 
か
ら　
 

人 
が 
参
加 
し
ま
し
た
。

な
い
が
い 

に
ん 

さ
ん
か

２１

　
 

山
本
武
史  
教
育
長 
か
ら 
激
励 
の

や
ま
も
と　

た
け
ふ
み 

き
ょ
う
い
く
ち
ょ
う 

げ
き
れ
い

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
将
棋
と
囲
碁

に 
分 
か
れ
て
、 

熱
戦 
が 
繰 
り 
広 
げ

わ 

ね
っ
せ
ん 

く 

ひ
ろ

ら
れ
ま
し
た
。

　
 

各  
優
勝
者 
は 
次 
の
と
お
り
で
す
。

か
く 

ゆ
う
し
ょ
う
し
ゃ 

つ
ぎ

▽
将
棋
の 
部 ぶ

＝ 
石
田  
三
千
人 
さ
ん

い
し
だ 

み
ち
ひ
と

（
下
榎
）
▽
囲
碁
の
部
＝
【 
上

級 

じ
ょ
う
き
ゅ
う

 
者 
】 
西
村  
敏
昭 
さ
ん
（
下
榎
）、【 
初 

し
ゃ 

に
し
む
ら 

と
し
あ
き 

し
ょ

級
者
】 

遠
藤
基
一 
さ
ん
（ 
根
雨 
）

え
ん
ど
う　

も
と
い
ち 

ね　

う

楽しみながらも真剣に

 
差
別 
の 
歴
史 
を 
学 
び
、
こ
の 
一
年 
を 
振 
り 
返 
る

さ　

べ
つ 

れ
き　

し 

ま
な 

い
ち
ね
ん 

ふ 

か
え

 
榎 
の 
実  
学
習
会 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い
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【
な
ぜ
座
談
会
を
？
】

　

小
地
域
座
談
会
は
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題

を
解
決
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
安

全
に
、
生
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い

け
る
人
権
尊
重
社
会
（
地
域
）
を

築
い
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議

会
で
は
、
全
自
治
会
が
毎
年
開
催

し
、
地
域
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て

考
え
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

【
ど
ん
な
内
容
？
】

　

同
和
問
題
、
高
齢
者
の
人
権
、

子
ど
も
の
人
権
、
女
性
の
人
権
、

障
が
い
者
の
人
権
、
外
国
人
の
人

権
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
権
、
病
気

の
人
の
人
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
振
り
返
り

な
が
ら
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

【
人
権
問
題
は
な
ぜ
起
こ
る
？
】

　

人
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
や

会
社
、
団
体
や
組
織
、
友
達
や
各

種
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
の
す
べ
て
は
、
そ
れ
ら

の
社
会
の
中
で
、
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
方
で
起
こ
り
ま
す
。

　

思
い
起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
中
で
、
時
に
高
齢
者
や
子

ど
も
の
意
見
や
希
望
を
無
視
し
た

り
、
ま
た
は
邪
魔
と
考
え
た
り
。

地
域
活
動
で
は
元
気
な
人
だ
け
を

対
象
に
物
事
を
決
定
し
た
り
。
学

校
の
中
に
は
い
じ
め
や
無
視
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

会
社
や
団
体
、
組
織
の
中
で
も
、

学
校
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
や
、
障

が
い
の
あ
る
人
や
女
性
な
ど
、
誰

で
も
公
平
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

友
達
や
グ
ル
ー
プ
の
活
動
で
は
、

内
容
や
場
所
、
参
加
方
法
や
時
間

な
ど
の
決
定
が
、
み
ん
な
に
公
平

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
【
誰
の
た
め
の
人
権
？
】

　

こ
の
よ
う
に
、
身
の
回
り
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
み
れ
ば
、
い

つ
で
も
誰
で
も
、
人
権
の
被
害
者

に
も
な
り
、
ま
た
加
害
者
に
も
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、

自
分
と
は
関
係
な
い
、
誰
か
弱
い

立
場
の
人
の
問
題
と
考
え
が
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
解
決
の
た
め
に
は
？
】

　

私
た
ち
は
、
無
意
識
の
う
ち
に

自
分
中
心
に
発
言
し
た
り
行
動
し

た
り
、
多
数
意
見
に
た
や
す
く
賛

同
し
た
り
、
ま
た
女
性
や
子
ど
も
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
は

難
し
い
こ
と
な
ど
に
気
付
か
な
い

で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
問
題
は
、
人
が
暮
ら
す
社

会
の
中
で
起
こ
る
、
人
と
人
の
問

題
で
す
か
ら
、
解
決
す
る
に
は
お

互
い
を
尊
重
し
、
立
場
や
状
況
を

理
解
す
る
学
習
が
必
要
で
す
。

　

学
習
で
大
切
な
こ
と
は
、
話
し

合
い
で
す
。
小
地
域
座
談
会
で
深

く
話
し
合
い
、
相
互
理
解
と
、
互

い
の
共
通
問
題
と
し
て
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
心
の
持

ち
方
と
地
域
の
あ
り
方
、
行
政
に

要
望
す
る
こ
と
な
ど
、
み
ん
な
が

楽
し
く
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。
小
地

域
座
談
会
は
、
こ
の
こ
と
を
進
め

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

【
座
談
会
開
催
の
自
治
会
は
？
】

　

小
地
域
座
談
会
は
毎
年
度
開
い

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
が
、
本
年

度
は
２
月　

日
現
在
で
、
全　

自

１０

５１

治
会
の
う
ち　

の
自
治
会
で
開
催
、

２９

ま
た
は
今
後
開
催
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

【
話
し
合
い
の
内
容
は
？
】

　

本
年
度
は
、
町
の
大
き
な
課
題

で
も
あ
る
「
高
齢
者
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
、
高
齢

者
の
人
権
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
し

合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
状
況
で
は
、
ビ
デ

オ
「
老
い
を
生
き
る
」
を
見
て
話

し
合
う
自
治
会
が
８
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
人
権
問
題

や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
で
決
め
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
と
し
て
】

　

座
談
会
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
み
ん
な
が
明
日
に
希
望

を
持
っ
て
、
生
き
い
き
と
安
心
し

て
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
話
し
合

い
で
、
み
ん
な
の
学
び
の
場
で
す
。

人
権
尊
重
を
基
本
に
、
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
話

し
合
い
活
動
で
す
。

【
全
自
治
会
で
開
催
を
】

　

本
年
度
も
、
あ
と
１
か
月
余
り

と
な
り
ま
し
た
。
開
催
予
定
の
な

い
自
治
会
で
は
、
ぜ
ひ
小
地
域
座

談
会
で
地
域
の
実
情
を
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
が
大
切
に
さ
れ
る

人
権
尊
重
の
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
に

２
０
０
９
年
２
月
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届
出　

１
月　

日
～
２
月　

日   
敬
称
略

１０

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

１
月
届
出
分

宮
田　

拓
実　
　

浩
希
・
明
亜 
男
の
子 
本
郷

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

１
月
届
出
分

砂
流　

要
蔵　
　
　

歳　
　

舟
場

８４

柴
田　

徳
重　
　
　

歳　
　

下
榎

８０

　

２
月
届
出
分

宮
田　

辰
枝　
　
　

歳　
　

本
郷

８７

松
田　

明
代　
　
　

歳　
　

根
雨

８８

■毎年２月号のこの欄に、「風邪をひ
いた」と書いていた私ですが、今年は
今のところ健康体です■その決め手は
…タ・イ・ツ■自分はまだまだ若い！
とためらっていましたが、１月の寒さ
に耐えかね、ついに購入・着用を決意
した次第■結果は大正解。ズボンの下
にはくとポカポカの底冷え知らず。も
う手放せない、いえ、足放せませぬ(i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

句
会
日
を
ま
づ
は
記
し
ぬ
初
暦　
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　

一
合
が
余
る
も
た
の
し
女
正
月　
　
　

安
達
つ
る
ゑ

　

初
荷
着
く
村
に
一
つ
の
食
品
店　
       
荒
木　

習
子

　

小
春
日
や 
曽
孫 
の
祝
に
い
そ
い
そ
と　
    
梅
林　

春
子

ひ
ま
ご

　

眉
を
描
き
紅
も
忘
れ
じ 
八
十 
の
春　
   
勝
瀬　

京
子

や　

そ

　

思
ひ
出
の 
面
輪  
瞼 
に
賀
状
来
る  　
 　
   

川
上　

文
子

お
も
わ 

ま
ぶ
た

　

カ
セ
ッ
ト
の
獅
子
の 
囃
子 
で
一
人
舞　
　

久
城　

霞
渓

は
や
し

　
　

 
注
連  
飾 
り
と
と
の
え
て
よ
り
旅
立
ち
ぬ　   
徳
本
千
鶴
子

し　

め 

か
ざ

　

常
の
ま
ゝ
一
夜
明
け
た
る
初
景
色  　
  

真
壁
富
貴
枝

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

日野町子育て支援室「おひさまひろば」では、保
育所に入所していない子どもたちを迎え、親子で
楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの皆さん
にもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　春からたくさんの人に出会い、かかわって一緒
に遊ぶ中で、子どもたちにすばらしいコミュニ
ケーション能力がついてきたのを感じます。
　本来子どもが持っているたくましさや、生きる
力を、周りにいる大人が見守り、引き出していく
ことで、さらに意欲的に生活でき、成長していく
のだと思います。

　先日、「子どもは未来であ
る」のテーマで、国立小児病院
名誉院長の小林登さんの講演
を聞きました。
　左の写真は、小林さんの著
書「子ども学のまなざし」です。
　子どもは人間科学であり、
優しさの中で育てられます。
この本には、そのためのアイ

デアがいっぱい詰まっています。
　町図書館と子育て支援室に置いて貸し出しをし
ていますので、どうぞご利用ください。

　ひのっこ保育所 ( 電話７２‐０２３８)
　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

３月の開催日
■４日（水）＝おやつ作り（トッピングリッツと果物）
　　　　　　　        材料代（300 円）と、おやつを入れる器・
　　　　　　　　  スプーンかフォークを持参ください
■６日（金）＝子ども用品交換会
■７日（土）＝アートスタート「ぴーかぶー」
　　　　　　　        詳しくは、１３ページをご覧ください
■１１日（水）＝町図書館からのおはなし会（9：45 ～）
■１３日（金）＝子ども用品交換会
■１８日（水）＝カラー軍手人形作り（材料費３００円）
　　　　　　　 保健師による育児相談
　　　　　　　 お別れ会（今年度最終となります）

広報ひの ２００９年２月号

巻頭特集「因州和紙が奏でる世界」：１３００年近い歴史を誇る因
州和紙。近年、和紙のランプシェードなどの斬新な新商品も
次々に開発され、注目を浴びている。その歴史と伝統、奥深い
魅力に迫る。特集では、鳥取聾学校写真部の活動を紹介。

鳥
取
県
の
総
合
情
報
誌　

と
っ
と
り
Ｎ
Ｏ
Ｗ

第　

号　

３
月
１
日
発
売

８１

▼
最
寄
り
の
書
店
ま
た
は
役
場
企
画
政
策
課

　

で
購
入
で
き
ま
す

▼
１
冊
３
０
０
円
（
年
４
回
発
行
）　
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ＭＡＲＣＨ (弥生 )

確定申告　開発センター　全地区の補足日月１６日 １
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～

火１７月 ２

古紙の収集日 ( 全町 )水１８法律相談　開発センター　午後１時～午後３時
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）２月２７日〆切火 ３

全町の可燃ごみを収集します木１９乳児健診、ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

春分の日（可燃ごみの収集は休みます）
※１９日に金曜日の地区も収集します金２０確定申告　町公民館　午前＝下上菅、中上菅

午後＝中菅、中菅中央、近江・畑

土２１不燃ごみの収集日 ( 全町 )水 ４

日２２確定申告　町公民館　午前＝黒坂６区、小河
内、布瀬谷　午後＝黒坂５区

月２３人権相談
開発センター　午後１時～午後３時

木 ５

火２４確定申告　町公民館　
午前＝黒坂１区　午後＝下菅、黒坂４区

ペットボトルの収集日 ( 全町 )水２５確定申告　町公民館　
午前＝久住、黒坂７区　午後＝黒坂３区金 ６

木２６土 ７

金２７日 ８

土２８健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ９

日２９確定申告　町公民館　
午前＝下黒坂、根妻　午後＝黒坂２区

月３０歯科検診・フッ素塗布　開発センター
受付：午後１時～午後１時１５分

火１０

火３１確定申告　町公民館　午前＝上上菅、井ノ原
午後＝諏訪、漆原、下福長

行政相談　開発センター　午前９時～正午水１１

資源ごみの収集日 ( 全町 )

確定申告　町公民館　
黒坂・菅福地区の補足日

確定申告　町公民館　全地区の補足日木１２
確定申告　開発センター
根雨・日野地区の補足日

金１３

隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土１４

日１５

直
通
電
話

72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■山陰合同銀行根雨支店
～３月６日まで

３月９日～４月３日まで
 

■蔵美術館 
～３月末まで

 

■県西部地震展示交流センター
～３月２６日まで

広報ひの ２００９年２月号

■確定申告受付時間
　午前＝午前９時～午前１１時（町公民館）
　　　　午前８時４５分～午前１１時（開発センター）
　午後＝午後１時～午後４時



　

ハ
イ
タ
カ
、
チ
ュ
ウ
ヒ
、
オ
オ
タ
カ
な
ど

の
猛 
禽 
類
は
、
オ
シ
ド
リ
の
天
敵
で
す
。
あ

き
ん

る
日
、
オ
シ
ド
リ
が
一
斉
に
飛
び
立
っ
て
川

の
真
ん
中
に
集
合
。
じ
っ
と
身
を
寄
せ
て

浮
か
ん
で
い
ま
す
。
天
敵
が
や
っ
て
来
た

の
で
す
。
１
㍍

く
ら
い
水
に
も
ぐ
る
こ
と

が
で
き
る
オ
シ
ド
リ
。
も
し
捕
ま
っ
て
も
、

天
敵
を
水
の
中
に
引
き
込
み
ま
す
。
び
っ

く
り
し
た
天
敵
が
獲
物
を
手
放
す
と
い
う

わ
け
で
す
。
弱
肉
強
食
、
食
物
連
鎖
の
自
然

界
。
み
ん
な
一
生
懸
命
で
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

天
敵
が
来
た

③

④

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
へ

 　

待
望
の
春
が
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
健

康
管
理
に
十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
２
月
３
日
、
平
井
鳥
取
県
知
事
に
、
わ
が
町

へ
お
越
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
日
野
病
院
を
視
察
い
た
だ
き
、
地
域
医
療
の

現
場
の
状
況
に
触
れ
ら
れ
、
居
合
わ
せ
た
職
員
と
話
し

合
わ
れ
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
身
近
に
知
事
と
お
会

い
す
る
機
会
も
少
な
く
、
有
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
あ
と
、
役
場
で
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
高
齢
者
と
障
害
が
あ
る
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

日
野
町
を
、
知
事
と
共
に
語
る
た
め
で
す
。

　

日
野
病
院
や
お
し
ど
り
荘
、
あ
い
ご
、
セ
ル
プ
ひ
の
、

あ
や
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
医
療
・
福
祉
施
設

で
働
く
人
た
ち
が
、
日
常
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

あ
る
い
は
要
望
、
提
案
を
知
事
に
直
接
話
し
、
意
見
交

換
で
き
た
、
内
容
の
あ
る
会
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
知
事
は
丁
寧
に
対
応
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
に
よ
っ
て
は
、
国
に
対
し
て
も
要
望
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
会
を
続
け
た

い
も
の
で
す
。

　

続
い
て
、
２
月
６
日
に
は
、
日
野
中
学
校
で
、
旭
硝

子
防
災
ガ
ラ
ス
寄
贈
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
出
張
授
業
と
、

防
災
ガ
ラ
ス
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
候
補
に
同
校
の
体
育
館
が
選
ば
れ
、
昨
年
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
で
、
わ
ず
か
の
差
で
寄
贈
先
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
、

こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
、
立
派
に
な
っ
た
体

育
館
を
大
切
に
活
用
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
２
月
９
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
   
日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第３５回

『５組のカップルさん、合同結婚式おめでとう』
撮影●稲田匡宏さん（根雨）
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